
参
議
院
議
員
福
島
み
ず
ほ
君
提
出
大
飯
原
発
再
稼
働
に
関
す
る
政
治
的
責
任
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
野
田
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
は
、
定
期
検
査
で
停
止
中
の
原
子
力
発
電
所
の
運
転
再
開
に
つ
い
て
は
、
電
気
事

業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
等
に
基
づ
き
経
済
産
業
大
臣
が
所
掌
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
関
西
電

力
株
式
会
社
大
飯
発
電
所
第
三
号
機
及
び
第
四
号
機
（
以
下
「
大
飯
発
電
所
三
・
四
号
機
」
と
い
う
。
）
の
運
転
の
再
開
の

可
否
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
判
断
を
必
要
と
す
る
国
政
上
の
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
内
閣
の
首
長
で
あ
る
野
田
内
閣
総
理
大

臣
が
こ
れ
に
関
与
し
責
任
を
持
っ
て
判
断
を
行
う
と
い
う
趣
旨
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
四
十
七
号

）
に
お
い
て
、
原
子
炉
の
運
転
等
の
際
、
当
該
原
子
炉
の
運
転
等
に
よ
り
原
子
力
損
害
を
与
え
た
と
き
は
、
当
該
損
害
が
異

常
に
巨
大
な
天
災
地
変
又
は
社
会
的
動
乱
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
原
子
炉
の
運
転
等
に
係
る
原

子
力
事
業
者
が
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
責
め
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
（
平
成

二
十
三
年
法
律
第
九
十
四
号
）
に
お
い
て
は
、
国
は
、
こ
れ
ま
で
原
子
力
政
策
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
に
伴
う
社
会
的
な
責

任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
を
通
じ
て
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
が
適
切
か
つ
迅
速
に
実
施



さ
れ
る
よ
う
、
万
全
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
あ
の
よ
う
な
事
故
」
と
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
（
以
下
「
本
件
事
故
」

と
い
う
。
）
を
指
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
等
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、
同
発
電
所
に
お
い
て
、
外
部
電
源
を
喪
失
し
た
後
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
正
常
に
起

動
し
、
安
全
上
重
要
な
設
備
・
機
器
が
そ
の
安
全
機
能
を
保
持
で
き
る
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
の
津
波

の
到
達
に
よ
り
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
を
喪
失
し
、
第
一
号
機
か
ら
第
四
号
機
ま
で
の
各
号
機
に
お
い
て
、

全
交
流
電
源
を
喪
失
し
た
結
果
、
第
一
号
機
か
ら
第
三
号
機
ま
で
の
燃
料
が
損
傷
し
、
大
量
の
放
射
性
物
質
が
環
境
中
に
放

出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
原
子
炉
で
発
生
し
た
水
素
が
原
因
と
な
っ
て
、
第
一
号
機
、
第
三
号
機
及
び

第
四
号
機
に
お
い
て
爆
発
が
生
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
子
炉
建
屋
が
損
傷
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
指
揮
命
令
系
統
に
関
し
て
は
、
「
原
子
力
安
全
に
関
す
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
閣
僚
会
議
に
対
す
る
日
本
国
政
府
の
報
告

書
―
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
つ
い
て
―
」
（
平
成
二
十
三
年
六
月
原
子
力
災
害
対
策
本
部
決
定
）
に
お
い



て
「
政
府
と
東
京
電
力
と
の
関
係
、
東
京
電
力
本
店
と
現
場
の
原
子
力
発
電
所
と
の
関
係
、
政
府
内
部
の
役
割
分
担
な
ど
に

お
い
て
、
責
任
と
権
限
の
体
制
が
不
明
確
な
面
が
あ
っ
た
。
特
に
、
事
故
当
初
に
お
い
て
は
、
政
府
と
東
京
電
力
と
の
間
の

意
思
疎
通
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
総
理
大
臣
官
邸
（
以
下
「
官
邸
」
と
い
う
。
）
、

原
子
力
災
害
対
策
本
部
事
務
局
が
置
か
れ
る
経
済
産
業
省
緊
急
時
対
応
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
発
電
所
、
電
力
会
社
の
本
店
等

と
の
間
を
つ
な
ぐ
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
た
上
で
、
緊
急
時
に
は
電
力
会
社
の
本
店
等
に
政
府
と
電
力
会
社
と
の

連
絡
調
整
拠
点
を
確
保
し
、
同
省
の
責
任
者
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
官
邸
の
指
示
や
連
絡
調
整
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
体
制
の
整
備
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
、
第
百
八
十
回
国
会
で
成
立
し
た
原
子
力
規
制
委
員
会

設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
規
定
を
踏
ま
え
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
を
始
め
と
す
る
関
係
機
関
等
に

お
け
る
責
任
や
役
割
分
担
等
が
制
度
上
に
お
い
て
も
明
確
に
な
る
よ
う
、
同
法
の
施
行
に
合
わ
せ
て
、
関
係
法
令
や
「
防
災

基
本
計
画
」
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
中
央
防
災
会
議
決
定
）
、
「
原
子
力
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
平
成
十

二
年
八
月
二
十
九
日
原
子
力
災
害
危
機
管
理
関
係
省
庁
会
議
）
等
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

大
飯
発
電
所
三
・
四
号
機
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
故
の
後
、
初
の
再
起
動
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
万
が
一
事
故
が
発
生

し
た
場
合
の
緊
急
対
応
に
万
全
を
期
す
た
め
、
常
時
監
視
・
緊
急
対
応
体
制
を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
体
制



の
責
任
者
と
し
て
、
牧
野
経
済
産
業
副
大
臣
を
大
飯
発
電
所
三
・
四
号
機
の
再
起
動
前
に
派
遣
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
同

副
大
臣
は
、
万
が
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
現
行
の
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十

六
号
）
に
基
づ
き
、
原
子
力
災
害
現
地
対
策
本
部
長
と
な
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
野
田
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
及
び
電
力
需
給
に
関
す
る
検
討
会
合
の
下
に
開
催

し
た
需
給
検
証
委
員
会
の
報
告
書
に
お
い
て
、
仮
に
、
国
内
の
全
原
子
力
発
電
所
が
稼
働
を
停
止
し
、
火
力
発
電
で
代
替
し

た
場
合
に
は
、
燃
料
コ
ス
ト
が
大
幅
に
増
加
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
い
ず
れ
電
気
料
金
が
上
昇
す
る

こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
の
趣
旨
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
コ
ス
ト
の
試
算
に
お
い
て
は
、
電
源
ご
と
の
発
電

単
価
で
は
な
く
、
火
力
及
び
原
子
力
の
燃
料
費
の
み
に
よ
り
計
算
し
た
単
価
を
用
い
て
い
る
。


